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板
産
池
の
凋
落
か
ら
、
今
、

産
地
再
燃
の
予
應

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構

森

林

総

合

研

究

所

東

北

支

所

大

塚

生

美

圃
[
]

＇

口

田
~

V
L
 

B°
1

外
材
支
配
下
の
板
産
地
の
凋
落

B

全
国
て
生
産
さ
れ
る
合
板
向
け
素
材

の
お
よ
そ

7
割
が
東
北
地
方
、
お
よ
ぴ

北
海
道
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほL

と
ん
ど
が
合
板
工
場
の
立
地
す
る
秋
田

県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
て
加
工
さ
れ
た

後
、
首
都
圏
に
向
け
出
荷
・
消
費
さ
れ

る
か
つ
て
東
北
地
方
は
、
秋
田
県
の
天

然
ス
ギ
や
青
森
県
の
天
然
ヒ
バ
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
優
良
材
の
生
産
地
と
し

て
名
高
く
、
ま
た
宮
城
県
の
津
山
地
域

な
ど
の
新
興
の
製
材
産
地
を
有
し
て
い

た
。
だ
が
、
�
 2
0
0
0年
代
に
な
る
と
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
丸
太
輸
出
に
関
わ
る
関

税
問
題
や
国
内
に
お
け
る
間
伐
材
利
用

促
進
策
の
下
、
合
板
用
丸
太
の
国
産
材

へ
の
シ
フ
ト
を
基
軸
に
、
集
成
材
、

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る

材
主
体
の

林
業

・
木
材
産
業
へ
の
転
換
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
東
北
地
方
は
、
積
雪
の
影

響
て
根
曲
が
り
が
多
く
発
生
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
大
径
材
生
産
が
志
向
さ
れ

て
き
た
地
域
て
も
あ
る
。
「
天
然
ス
ギ

は
二
歩
三
里
版
を
中
心
と
し
た
板
類
、

二
次
加
工
用
の
柾
平
や
板
子
に
挽
か
れ
、

銘
木
級
の
も
の
は
長
押
、
鴨
居
な
ど
の

造
作
材
、
四
方
柾
な
ど
の
役
柱
材
が
生

産
さ
れ
て
い
た
。
柾
平
か
ら
は
張
柾
天

木
材
産
業
構
造
に
あ
っ
た

1
9
6
0年
の
木
材
需
給
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
用
途
別
製
材
品
出
荷
量
に
占

め
る
板
類
の
比
率
は
全
国
平
均
が

2
3
.
6
％
て
あ
る
の
に
対
し
て
秋
田

県
て
は

5
割
を
超
え
て
い
た g。
こ
の
時

期
か
ら
わ
が
国
は
外
材
依
存
を
強
め
、

1
9
9
0年
代
終
わ
り
の
国
産
材
自
給

率
は

18
％
台
ま
て
落
ち
込
ん
だ
。
こ
う

し
た
中
、
村
蔦
�
 (1
9
9
3
)
は

「（
中
略
）
板
類
の
比
率
を
下
げ
た
と
は

い
え
、
秋
田
県
に
お
け
る

1
9
7
0年

代、� 
1
9
8
0年
代
は
板
類
の
比
率
は

3
割
水
準
を
維
持
し
、
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
た
。」，

と
、
秋
田
県
が
板

産
地
と
し
て
一
定
の
地
位
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、

井
板
や
集
成
材
の
短
板
を
採
る
」り

さ
れ
る
と
お
り
板
産
地
と
し
て
名
高
く
、

多
口
謡
悶
皇
生
産
を
基
本
と
し
た
林
業
・ と

秋
田
県
に
お
い
て
も
板
類
の
比
率
は

2
 

0
0
0年
代
半
ば
に
は

2
割
に
落
ち
込

む
。

2
 
板
産
地
凋
落
要
因
の
＿
端

1
9
9
0年
代
、
戦
後
の
造
林
地
帯

て
は
成
熟
し
た
人
工
林
が
伐
期
を
む
か

え
よ
う
と
し
て
い
た
。
製
材
産
地
と
し

て
の
一
定
の
地
位
を
維
持
し
褐
て
い
た

東
北
地
方
は
、
天
然
林
を
主
対
象
と
し

て
盤
石
な
林
業
・
木
材
産
業
構
造
を
形

成
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
人
工
林
時
代

の
林
業

・
木
材
産
業
構
造
へ
の
対
応
が

遅
れ
た
。
戦
後
造
林
が
成
熟
す
る
こ
と

は
、
国
有
林
か
ら
民
有
林
に
事
業
地
が

拡
大
あ
る
い
は
シ
フ
ト
す
る
こ
と
を
意

味
し
、
そ
れ
は
天
然
林
資
源
か
ら
人
工

林
資
源
へ
、
か
つ
大
径
木
か
ら
小
径
木

へ
の
シ
フ
ト
を
意
味
す
る
も
の
て
も
あ
っ

こ
。こ

れ
に
つ
い
て
、
堺
�
 (1
9
8
4
)

は

「戦
後
の
産
地
化
は
、

『
良
質
材
』

だ
け
の
外
部
的
、
部
分
的
に
選
択
、
商

品
化
し
た
に
過
ぎ
ず
、
地
域
産
出
材
を

t主
体
的
、
全
面
的
に
商
品
化
し
た
も
の

て
は
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
習

す
な
わ
ち
、
戦
後
の
資
源
成
熟
下
の
林

業
・
木
材
産
業
構
造
の
再
編
に
は
、

材
を
主
体
と
す
る

『
ス
ギ
並
材
』
て
あ

る
こ
と
が
与
条
件
に
な
る
と
さ
れ
た
。 B

 

3

時
代
は
巡
り
、
今
、
産
地
再
燃
の

予
感宮

崎
県
て
は
、

『
ス
ギ
並
材
』
の
生

産
体
制
が
早
く
に
整
っ
た
こ
と
て
、
ス

ギ
生
産
量
全
国
一
位
を
確
た
る
も
の
と

し
て
い
る
。
宮
崎
県
て
は
、
民
有
林
に

お
け
る
総
蓄
積
量
の

8
割
が
ス
ギ
を
中

心
と
す
る
人
工
林
て
あ
る
。
宮
崎
県
が

今
日
の
地
位
を
獲
得
し
得
た
の
は
、
前

述
の
堺
の
言
う
と
こ
ろ
の
地
域
産
出
材

の
主
体
的
、
全
面
的
な
商
品
化
に
取
り

組
ん
だ
結
果
と
も
い
え
る
。

秋
田
県
は
、
宮
崎
県
を
上
回
る
森
林

資
源
量
を
有
す
る
も
の
の
、
総
素
材
生

産
量
は
、
気
象
や
地
形
、
所
有
形
態
、

労
働
力
な
ど
も
影
響
し
て
宮
崎
県
に
若

干
及
ば
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お

い
て
、

『
ス
ギ
並
材
』
を
全
面
的
に
生

産
対
象
と
す
る
宮
崎
県
と
は
異
な
り
、

今
日
の
秋
田
県
て
は
地
域
に
温
存
さ
れ

て
い
る
高
齢
林
分
の
利
用
、
広
葉
樹
資

源
の
需
要
拡
大
、
天
然
秋
田
ス
ギ
て
培
っ

た
加
工
技
術
の
応
用
等
々
に
よ

っ
て、

新
た
な
商
品
開
発
に
取
組
む
工
場
も
誕

生
し
て
お
り
、
地
域
産
出
材
の
主
体
的
、

全
面
的
な
商
品
化
へ
の
兆
し
も
あ
る
。

高
齢
林
分
の
利
用
て
は
、
大
径
材
を

効
率
的
に
製
材
す
る
木
取
り
が
考
案
さ

れ、� 
2
X
4
材
や
輸
出
用
デ
ッ
キ
材

（写
真
1
)
を
も
生
産
す
る
新
鋭
工
場

が
稼
働
し
て
い
る
。
広
葉
樹
資
源
の
需
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写真1 アメリカの板塀

（堀俊介氏（昧パシフィックフォレストマ ー ケティング）提供）

要
拡
大
て
は 、

家
具
を
中
心
と
す
る
商

品
開
発
て
東
京
表
参
道
の
店
舗
と
タ
ッ

グ
を
組
む
工
場 、

桶
樽
の
伝
統
技
術
を

駆
使
し
た
新
た
な
内
装
材
の
提
案
（
写

真
2)
等
々
が
あ
る 。
秋
田
県
内
の
量

産
加
工
工
場
と
と
も
に 、
地
域
産
出
材

の
主
体
的 、
全
面
的
な
商
品
化
に
向
け 、

板
産
地
や
多
品
種
少
量
生
産
に
も
回
帰

す
る
新
た
な
林
業・
木
材
産
業
構
造
が

生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る 。

4

秋
田
県
の
新
た
な
林
業・
木
材
産

業
構
造
へ
の
転
換
に
寄
せ
て

数
年
後
に
は
巨
大
製
材
工
場
が
秋
田

県
に
進
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た 。
全

国
に
先
駆
け
て
資
源
が
成
熟
し
た

2
0
0
0
年
代
の
九
州
は 、
九
州
内
外

の
林
産
加
工
工
場
に
と
っ

て
新
工
場
設

立
の
開
拓
の
地
と
な
っ
た 。
そ
の
過
程

を
分
析
し
た
報
告
書
の
中
に 、
「
競
争

関
係
か
ら
共
存
共
生
関
係
へ
」
と
い
う

タ
イ
ト

ル
を
持
つ
も
の
が
あ
る
n。

そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
成
功
さ
せ
る
に
は 、

川
上
か
ら
川
下
ま
て
の
各
段
階
を
通
じ

た
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ

く
事
業
体
連
携
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
必
要
性
や 、

情

報
の
非
対
象
性
の
回
避
な
ど
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
い
う 。

秋
田
県
に
は 、

米
代
川・
雄
物
川・

子
吉
川
の
3
つ
の
流
域
ご
と
に
林
業
の 写真2 桶樽の伝統技術による商品開発

（（掬沓澤製材所提供）

4) 歴
史
や
文
化
が

息づ
い
て
い
る 。
多
様

性
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
環
境
時
代
に

あ
っ

て 、

秋
田
県
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は

ま
だ
ま
だ
見
え
な
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

眠
っ

て
い
る
よ
う
に
思
っ 。
今
後
の
大

き
な
課
題
と
し
て 、
急
激
な
人
口
減
少

と
過
疎
化
に
対
し 、
関
係
セ
ク
タ
ー

の

協
同
と
共
創
に
根
ざ
し
た
次
世
代
に
つ

な
ぐ
林
業
経
営
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト

の
具
体
化
が
残
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
に

つ
い
て
は 、
改
め
て
稿
を
起
こ
し
た
い 。

D

大
塚
生
美
「
震
災
後
の
東
北
に
お

け
る
原
木
需
給
の
現
局
面
と
林
業
就
労

環
境」
全
国
森
林
組
合
連
合
会
「
平
成

25
年
度
『
緑
の
雇
用』
現
場
技
能
者
育

成
対
策
事
業
の
評
価
等
に
関
す
る
調
査

報
告
書」
2
0
1
4
年 、
40
S

55
ペ
ー

ジの

餅
田
治
之
「
北
関
東・
南
東
北
に

お
け
る
大
規
模
木
材
産
業
の
新
た
な
動

き」
全
国
森
林
組
合
連
合
会
「
平
成
25

年
度
『
緑
の
雇
用』
現
場
技
能
者
育
成

対
策
事
業
の
評
価
等
に
関
す
る
調
査
報

告
書」
2
0
1
4
年 、
56
ー

69
ペ
ー
ジ

り

能
代
木
材
産
業
連
合
会
「
能
代
木

材
産
業
史」
1
9
7
9
年

青
森
県
農
林
水
産
部
林
政
課
「
青

． 

森
県
木
材
加
工
施
設
立
地
プ
ラ
ン
」

2
0
1
2
年 、
1
\

32
ペ
ー
ジ 、

相
沢

陽
子
「
県
内
製
材
業
の
現
状
と
課
題」

あ
き
た
経
済 、
2
0
1
2
年
3
月
号 、

12
\
，

16
ペ
ー
ジ

印

村
嵐
由
直
「
木
材
産
業
と
林
産
物

市
場」
船
越
昭
治
編
著
『
転
換
期
の
東

北
林
業
・

山
村』

農
林
統
計
協
会 、

1
9
9
3
年 、
2
6
7
S
2
8
7
ペ
ー

ジい

堺
正
紘
「
ス
ギ
並
材
産
地
と
し
て

の
戦
後
造
林
木
問
題」
黒
田
迪
夫・
堺

正
紘
編
著
『
ス
ギ
材
産
地
の
進
路』
日

本
林
業
技
術
協
会 、
1
9
8
4
年
1
S

6
ペ
ー
ジ

n

日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

「
国
内
に
お
け
る
木
材
流
通
の
先
進
的

な
事
例
調
査
報
告
書
（
九
州
地
区）
一

競
争
関
係
か
ら
共
存
共
栄
関
係
ヘ
一
」

2
0
1
9
年
3
月

7


